
採⽤�5年⽬
救急隊
Oさん

初めは「消防の仕事＝男性の職業」というイメ
ージが強く正直なところ不安もありました。し
かし、現場では搬送する患者さんから「⼥性で
良かった」と⾔われることも多く、⼥性だから
届けられる安⼼感があると実感しています。
⽇々学ぶことは多いですが、仲間に恵まれ楽し
く仕事ができています。また、⼥性としての視
点を活かしながら、災害対応や予防活動にも取
り組んでいます。 昨年からは、⼥性職員の消防
学校⼊校時の不安 を軽減できるようにと「⼥性
⽀援制度」が導⼊ され、私も⽀援員として主に
メンタルヘルスな どを⾏っています。⼥性も働
きやすい職場環境 が少しずつ整ってきていると
感じます。

消防⼠の1⽇（隔⽇勤務）
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女性職員活躍中
〜現場でも事務でも女性が活躍しています〜



警防課
Kさん

採⽤16年⽬ 私は救急救命⼠の資格を取得して⼊職し、
現在は3兄妹の⺟として⼦育てをしなが
ら、警防課で⽇勤業務に従事しています。
これまで3度の出産‧育児を経験し、その
たびに産休や育休を取得させていただきま
した。 こうして職場に復帰できているの
は、職場 や同僚の理解と家族の⽀えがあっ
てこそだ と感じています。育児に理解のあ
る環境の おかげで、安⼼して仕事と家庭を
両⽴でき ており、感謝の気持ちでいっぱい
です。 今は現場を離れていますが、救急救
命⼠と して再び現場に⽴つことが今の⽬標
です。 ⽀えてもらった分、次は私が周囲を
⽀える 存在になれたらと思っています。 

働きやすい職場環境

仮眠室やシャワー室などの⽣活スペースは、男性職員とはしっかり分
けられた区画になっており、プライバシーにも配慮された空間です。�
⼥性職員でも安⼼して働ける職場になっています。�



Q. 消防の仕事って、体力勝負ですよね？
A. ある程度の体力は必要ですが、日々の訓練や経験で身についてき
ます。また、力だけでなく冷静な判断力や丁寧な対応も重要な要素で
あり、女性職員も多くの現場で活躍しています。
Q. 仮眠室やトイレは大丈夫ですか？
A. はい。当本部では女性専用の仮眠室・更衣室・シャワー室・トイ
レ等を整備しており、安心して勤務でる環境を整えています。
Q. 出産や育児と両立できますか？
育児休業制度、時間単位の年次有給休暇、子の看護休暇制度など、家
庭と両立しやすい制度を整えており、安心して業務に取り組むことが
できます。
Q. 採用後、女性職員はどんな部署に配属されますか？
Ａ.現場（消防・救急・通信指令など）への配属となった場合は隔日
（24時間）勤務となります。一方で総務・予防などの部署に配属と
なった場合は日勤となります。配属先は個々の適性や希望も考慮しつ
つ決定されます。
当消防本部では様々な部署で女性職員が活躍しています。
応募を検討中の方へ✨
消防の仕事は、災害対応だけでなく、人に寄り添う仕事でもありま
す。
 あなたの視点、やさしさ、強さが、地域の力になります。

 まずは一歩、踏み出してみませんか？
 ご応募をお待ちしています！

よくある質問（Q&A）


